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Ⅰ．第五次板橋区地域福祉活動計画の基本的な考え方 

1．計画の目的 
 

板橋区地域福祉活動計画（以下、「活動計画」という。）は、板橋区社会福祉協議会（以下、「い

たばし社協」という。）が、住民や地域で社会福祉に関わる活動を行う方、社会福祉に関わる事業

を行う方に呼びかけて、相互に協力して策定する、「地域福祉の推進」を目的とした民間の活動・

行動計画です。 
 

この活動計画は、誰もが安心して暮らすことができるよう、地域での支え合いの仕組みを作り、

地域課題を幅広く取り上げ、その課題に住民や専門職などがどのように関わり解決していくか、ま

た、いたばし社協がそれをどう支援・応援していくかをまとめ、地域福祉活動を体系的・計画的に

実践・推進することを目的としています。 

 

 

2．計画の位置づけ 
 

 活動計画は、板橋区が策定する「板橋区地域保健福祉計画」と一体的・相互補完的な役割を担い

ます。両計画に基づき、「誰もが安心して暮らすことができる」まちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

3. 計画期間 

本計画の期間は 5年間（2026-2030）とします。 
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Ⅱ．第五次板橋区地域福祉活動計画の背景 

4. これまでの活動計画 
 

（1）板橋区地域福祉活動計画の沿革 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）第四次板橋区地域福祉活動計画（いたばし福祉の森 2022-2025） 
 

 第四次板橋区地域福祉活動計画はコロナ禍の最中に策定されたものでした。感染対策により地域

のつながりが分断され危機的状況にあったなか、新しい生活様式を踏まえた地域の支え合いのあり

方を模索するため、2年に渡り「いたばし地域支え合いサミット」を開催しました。 
 

それぞれで採択された共同宣言「 あなたにちょうどいい ～あなた“らしさ”で彩るいたばしを

創ります～ 」は計画の基本理念となり、一人ひとりが幸せを感じられる「あなたにちょうどいい」

社会を創っていこうという想いが込められました。そして、立場や状況が異なる人たちが心地よく

つながり、それぞれの「できること」を分け合い、それぞれの「むずかしい」を解決することで、

あなた“らしさ”が豊かな森の彩りのように映える地域づくりを進めてきました。 

 

 

『福祉の森』ってなーに❓ 
 

平成 7年 3月に第一次板橋区地域福祉活動計画(いたばし福祉の森 21)が策定されました。

策定を担当した故 木谷宜弘(きたに よしひろ)板橋区地域福祉活動計画策定委員長は「森の

ように多種の草木、昆虫、動物、鳥類などが共生する生態系をモデルにして『混在から共

生』へと質的転換を図る必要がある」と述べ、地域住民や団体、関係機関、企業などが互い

に支え合い、地域で共生するまちづくりを提唱されました。 
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基本目  （    ）

               
                    

基本的方向 
人・  ・資    ア  

・  や分 を えたつながりをつくる
・ まれる場、活動できる場をつくる
・支える 支えられるの を えて「できること」を 換する

基本的方向 
      ま  と 容し    し      

・   を  する
・まる とを  する
・ 分らしさが  できる仕組みを広げる

基本目  （相   ）

               
            

基本的方向 
 づき    相    な      め 

地域で          く 
・課題解決に けてつながる ・  して支援する
・    に けてつながる ・    の仕組みを  する

基本的方向 
    え    と地域の  

・   に  が必要な方への支援を推進する
・専門職と地域の  を  する・  への   上を図る

基本  （地域  社会の実    的な  体 の  ）

                                

       な 人たち  地 く な り     の でき  と     い     の    しい       とで  なた
  し     な森の りの    え 地域づくり 進めま  

                  
                 

         
        

   

多機関協 
地域と専門職の  

  的な相   体 

 え い  

基本目  （地域づくり 向 た  ）

              
        

基本的方向 
  で         地域で   

・ るやかなつながりを広げる
・  に相 できる人と機会を やす
・地域で け め、つな 仕組みを広げる
・地域をつな       を やす

基本的方向 
     な    しで な     で な  

・ ある協議の場や会議体を活 する
・   ト、   ト    を活 する
・地域の人と  なことや   関心でつながる
・         を活 し、       する

基本的方向 
 づいた   地域   向き  地域で   

・  るしくみを広げる
・「これならできる」「やってみたい」といった
  い を     にする

・必要な人へ  を ける

             
        

  共 ・ 地域活動

協議の場・ ット   
コ       ロ  

  り・ア ト ー 

【第四次板橋区地域福祉活動計画の体系図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

5．第四次板橋区地域福祉活動計画の取組み評価 
 

第四次板橋区地域福祉活動計画の取組み評 として、3 つの基本目標と、基本目標を達成するた

めに定めた 7つの基本的方 について、令和 7年度第 2回いたばし福祉の森推進委員会において評

 を行いました。次頁以降に、それぞれについての総評と課題をまとめます。 
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地域づくりに向けた支援の領域 

 

 

 
 

 

 
 

総 評 

（=成果） 

日常生活の中での るやかなつながりや困り とを け める場を着実に や

すことができている。支え合い会議の継続により 圏域での地域課題や みが明

らかになるとともに、共通の  や関心等でのつながりは新たな層や領域の参画

を促進している。また、地域福祉コ デ     モデル 置地域においては、地

域が気づきを ャッ し、地域福祉コ デ     につなげる ウトリ  の

体制が整備され、協力者の裾 が広がったことで、これまで以上に気づき合い助

け合える環境となった。 

課 題 

( 後に けて) 

コミュニ  の希薄 や担い手不足への対処としては、多様なつながり方、つな

がる先をいかに維持・ 展させていけるかが肝となる。地域福祉コ デ    

 と支え合い会議との  ・協 を推進し、 後 置される地域においてもその

地域に根差した形で、新旧のつながりを深め、掛け合わせていく。 

 

基本的方向１  日常で見守る 気軽に関わる 地域で暮らす  

総 評 

（=成果） 

 るやか  助さん、サロ 等の記載事業・活動による地域で るやかにつな

がる素地がつくられた。新規事業の「要支援児童等  り  事業」では、新た

な  りの   を創出し、民生・児童委員、ぬくもりや社福 のほか、ファミ

サポ援助会員、民間事業所など  り人材が広がった。 

課 題 

( 後に けて) 

 隣との関係の希薄さ、孤立が深刻 している。ひとりひとりが 分らしく地域

とつながるためには従来の地域活動の維持だけでなく、多様なつながり方（視点

を変える）、つながることができる場（機会）、      となる人材をさらに

 やしていくことが必要である。 
 

基本的方向２  混ざってつながる 暮らしでつながる スキルでつながる  

総 評 

（=成果） 

地域住民、専門職、企業、行政など多様な主体が参画する支え合い会議の継続

により、地域ならではの課題や みが明らかになった。また、ジョ ＆ボ の研

究、機材ここピ 事業、ぬくもり  ムサポ トなど、障がい等があっても  

ルを生かせる仕組みづくりを進めた。 

課 題 

( 後に けて) 

やりたい人とやってほしい人、できる事と困り事を効果的につなげる仕組みづく

りとして、多様な媒体を駆使して、つながる機会の創出、つながる方法を模索し

ていく必要がある。 
 

基本的方向３  気づいた変化や地域課題に向き合う 地域で取組む  

総 評 

（=成果） 

孤立しがちな人や気になる 帯への  り、 ウトリ  の仕組みが整ったこ

とで、専門的な支援へとつなげる道筋ができた。食品 布会→フ ド  トリ 

→食品  セ  ット   への展開など、地域課題に次々と関係者が加わるこ

とで、より難しい課題へ ェ  ジできることを証明できた。 

地域活動を始める住民や専門職、活動への支援、寄付をする企業など、様々な

形でかかわりができ、協力者の裾 が広がった。 

課 題 

( 後に けて) 

地域活動に ャ  ジしやすい環境づくりを進めるとともに、地域にかかわる

人同士の横のつながり（ ット   ）をつくり、新旧のつながりを 構築する。 

主体的で持続可能な仕組みを構築する。 

     
基本目標１ 気づきあう人と機会を増やし、心地よくつながる  
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相談支援の領域 
 

 

 

 

 

総 評 

（=成果） 

それぞれの「できること」を持ち寄るため、まずはお互いを知る機会は、支え合

い会議やその他の制度に基づいた会議等により着実に えている。個別のケ  

対応について、地域と専門職とが  ・協 する事例が積み重ねられており、これ

らは   等においても重要なつながりとなることを「   にも い本当のま

ちづくり」として  して進めることができた。 

課 題 

( 後に けて) 

個別のケ  対応において、地域と専門職が円滑かつ密に  が図れるための

つなぎ役となるのが地域福祉コ デ     である。双方が課題や状況に適し

て役割を  できるよう調整するとともに、つなぎが地域生活からの隔離となら

ないような  合わせを引き続き行っていく。また、    の高まりの次の段

階として、   等における地域と専門職の相互支援体制について協議・協 し

ていく。 

 

基本的方向４ 気づきから専門相談へ 困難な課題を受け止める 地域で受け入れる仕組みをつくる   

総 評 

（=成果） 

 福祉団体、地域住民、民生児童委員、企業、行政など、地域と専門職をつなげ

る仕組み、協 の仕組みが作られたことにより、潜在的な課題に地域が気付き、

専門職が け め、協 で伴走型支援をしていくという方 性はできた。 

課 題 

( 後に けて) 

  後はその仕組みを地域の特色に合わせた形で区全域に広げていく必要があ

り、そのためには、各地域で様々な分 の専門職と地域住民等が互いの理解を深

め、地域力のボトム ッ につなげていくことが重要となる。また、様々な媒体

を活 して、必要な  が地域に偏りなく伝わるような きかけが求められる。 

 

基本的方向５ 災害へ備える専門職と地域の連携  

総 評 

（=成果） 

 支え合い会議等での地域  訓練や  まち歩き、地域住民を えた  ボ 

    セ   設置運営訓練の実施、  ボ     養成講座や既存事業で

  講座を開催するなど、住民が主体となって平 からの    を高めていっ

た。また、地域の施設間相互協力や広域での     など、専門職として非常

 を想定した協力体制の  をおこなった。 

課 題 

( 後に けて) 

  年起こった数多くの  により、地域も専門職もより  への  が高まり、

平 の備えは充実してきた。いつ起こるかわからない  に対し、それぞれが主

体となって行う備えを掛け合わせてより  していく必要がある。また、   

の    と  共 は重要であり、地域に正確な  が行き渡るよう整備する

必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

     
基本目標２ みんなの「できること」を集め、切れ目なく適切につながる  
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参加支援の領域 
 

 

 

 

 

総 評 

（=成果） 

誰もが役割があり、生きがいを感じられる地域の実現に け、各事業や取組みを

通して、立場の違いや、  や分 を えた参加  の 上が図れてきたことで、

既存の資源が るやかにつながりつつある。そのような場においては、それぞれ

の「できること」を持ち寄り、地域で活 することができた。 

さらに、地域福祉コ デ     や生活支援コ デ     の きかけに

より、それぞれに心地よい場やつながり方も多様となり、課題に直面する人たち

の参加支援を進めることができた。 

課 題 

( 後に けて) 

それぞれの「できること」の共 を進めていくとともに、従前からの福祉分 に

限らない人や分 への  ロ  がより一層必要となる。前提として社協内部の

事業間  を積極的に促進していく。また、Ｉ Ｔ技術等も活 し、対面でのつな

がりに限らない多様なつながりのあり方も引き続き模索していくことで、多種多

様な「あなたらしくいられる場」を やしていく。 

 

基本的方向６ 人・場所・資源をシェアする  

総評 

（=成果） 

 各事業において、多  ・多分 にわたる参画について   上を図ったこと

により、既存の地域資源が るやかにつながる場が徐々に広がりつつある。また、

企業や専門職の社会貢献 欲を高めることで、その人たちが する周縁の力をシ

ェ し、地域で活 することができた。 

課題 

( 後に けて) 

 地域に潜在する「できること」について  共 を進めるとともに、社協内部

の事業間  を  する。あわせて、既存の地域資源の更なる活 のため、 ッ

ト   や担い手づくりを推進していく。 

 

基本的方向７ 自身も他者もまるごと受容し、自分らしさを発揮する  

総 評 

（=成果） 

社会福祉大会をはじめとする事業を通じて地域共生社会の実現を推進し、子ど

もから高齢者まで誰もが  のある担い手として支え合う  を啓 した。 

また、地域福祉コ デ     のモデル 置により、多様 ・複合 した課題

に直面する人たちの参加支援を進めることができた。 

課 題 

( 後に けて) 

あら る人を け める参加支援の場を拡大させるためには、福祉に限らない

人材、物理的に実在しない場所など、資源 掘のためにあら る可能性を探る必

要がある。多様な人が参画できる方法を広く展開するため、ICT 活 についても

検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

     
基本目標３ 一人ひとりの多様性を認めあい、あなたらしくいられる場を増やしてつながる  
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6. 地域社会を取り巻く状況と計画体系の検討 

（1）地域社会を取り巻く状況について 

○少子高齢化と人口減少が変えるわが国の社会構造 

わが国は、急速な少子高齢 と人口減少により社会構造が大きく変 し続けています。内閣府

の 告によると、65 歳以上の方 1 人に対する現役  （15～64 歳の方）の方の比率について、

昭和 25 年では 12.1 人いたのに対し、令和 5年では 2.0 人、令和 52 年（2070 年）では 1.3人と

されています。財政面からも人手の面からも、社会保障制度等、従前の社会シ  ムをそのまま

の形では持続していけません。 

 

○つながりが薄れつつある地域社会 

一方で、地域の実状を知るために実施した  ケ ト調査※1結果を ても、「町会・ 治会加入

率の低下」や、「マ ショ が えたことで 所の方が えない」「年 の異なる人とのつながり

が少ない」といった、いわ る  所付き合いの減少傾 など地域関係の希薄 が挙げられまし

た。加えて、個々人の社会とのつながり方や  フ   ルの多様 、外国人人口の 加など、

地域社会においてお互いに顔の えにくい傾 が生じています。 

 

○ゆるやかにつながり 支え合う地域づくり 

   も多様 している現 社会においては、それぞれに合った無理のない形で るやかにつ

ながり、それでいて、例えば   等みんなで協力することが必要なときには力 く協力し合え

るような関係性作りが必要であると考えられます。 

 

○誰もが心地よくつながる地域へ 

立場や年 によらず、その人らしく生きがいを持って暮らすなかで、その人にあった方法かつ

できる範囲で心地よくつながり、それぞれの「できること」を分かちあうことを通して、助け合

い・支え合いの雰囲気が醸成される地域づくりが求められています。 

 

（2）計画の体系について 

 ○地域共生社会の実現に向けた国の動向と第四次板橋区地域福祉活動計画 

地域共生社会の実現に け、国は平成 29 年に社会福祉法を改正し、この中で地域福祉の推進

の理念を明確 （第 4条第 2項）するとともに、 括的な支援体制の構築を規定（第 106 条の 3）

しました。さらに、この 括的な支援体制の構築に けた具体的な方策として、令和 2年の社会

福祉法改正において、「重層的支援体制整備事業」が新たに創設（第 106条の 4）されました。 

このような国の動 を けて、第四次板橋区地域福祉活動計画（いたばし福祉の森 2022-2025）

では、計画の基本理念を実現するための体系として、この重層的支援体制整備事業の考え方に基

づく 3つの支援領域（地域づくりに けた支援・相 支援・参加支援）に沿って基本目標を定め

ました。 
 

上述した大きな れがあること、そして地域福祉の両輪として位置付けられた「板橋区地域保

健福祉計画 2030」が、板橋区重層的支援体制整備事業実施計画を 含していることから、第五次

板橋区地域福祉活動計画の体系についても、引き続きこの 3つの支援領域に基づき定めることと

します。 

 

※1 いたばし福祉でまちづくりアンケート R7.7.15～R7.8.15の期間で実施 詳細は p.18以降 照  
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7. 第五次板橋区地域福祉活動計画策定の流れ 
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できることを か あう ともに ら ま いたばし基本  

第 五 次

          

あなた らし  で るいたばしを りま 基本  

第 四 次

                         

                          

                             

                           

                            

                        

           

Ⅲ．第五次板橋区地域福祉活動計画の方向性と内容 

8．第五次活動計画の方向性 

（1）基本  について 
 

本計画の基本理念は、令和 7年 11月 18日に実施した「いたばし地域支え合いサミットⅢ」にお

いて、参加いただいた地域の皆さまと採択された共同宣言です。 

前期の計画である第四次板橋区地域福祉活動計画では、社会のなかで不安感、閉塞感が大きかっ

たコロナ禍のなかにあって、あなたらしさを色に 立て、つながり、それらが豊かな彩りとなるよ

うな地域づくりを目指し、みんなそのままで、ありのままでいいんです、というコ セ トを掲げ

ました。 

本計画ではそこから一歩進んで、一人ひとりの持っている みや魅力、「できること」をシェアリ

ング る（ か あう）ことが重要だと考えました。 

たとえどんなに さなことでも、それはあなたにしかできない、あなたの「できること」----- 

それらを持ち寄り、紡いでいくことで輪となり、きっと誰かの支えに、力になれると います。 

この板橋というまちで、温かい支え合いの輪が広がっていきますように・・・この基本理念には、

そんな願いが込められています。 

 

（2）第四次板橋区地域福祉活動計画からのステップアップについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたにちょうどいい 

 

できることを分かちあう ともに暮らすまち いたばし 
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つながりから困りごとに 

気づき・受け止め 解決しよう 

（3）基本目標について 

 基本理念を実現するため、3 つの支援領域（地域づくりに けた支援の領域・相 支援の領域・

参加支援の領域）における取組みが相互に関係しあうことで、誰も取り残さない「 括的な支援体

制」を構築します。この支援領域 とに基本目標を定めます。 

 

 

基本目   

地域づくりに けた支援の領域 

 

 

基本目   

相 支援の領域 

 

 

基本目   

参加支援の領域 

 

 

 

＜計画の体系図イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声をかけあい  

つながりの輪を広げよう 

互いに認め合い・受け入れ 

「あなたらしさ」でつながろう 
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（3）板橋区版包括的な支援体制の構築について 

板橋区地域保健福祉計画 2030の基本目標１「地域で安心して暮らせる環境を整備します。」の【施

策１ 括的な相 支援体制の構築】のなかで、板橋区における 括的な相 支援の推進について体

系 されています。（※下記、 メ ジ図参照） 

地域福祉推進の両輪の関係となる両計画が一体となってこの体制を構築することが重要であり、

第五次板橋区地域福祉活動計画では、特に地域住民圏域（図の上部）での支え合いの ット   

等を生かした、具体的な実践面・活動面から考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動計画で大切 したいポイント 

地域と   の 

双方向の 協働  
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9．第五次活動計画の内容 

 

 

（1）基本目標１ 「声をかけあい つながりの輪を広げよう」  

人と人との な りは 全 の基本となりま  お声  は   なたの と   掛  いま  

とい  のメッセージ ま はな げない り り  はじまり 知り い   り い 温 い 

な りの輪 広   いく  な地域 目指しま   

 

◆基本的方向①「ゆるやかにつながる仕組みをつくる」 
☆こんな声がありました☆ 

あったらいいな・不足・課題 

地域との繋がりが希薄となっていること 

 の  どの様に手を出したら声をかけて良いのかわからない 

家族や 所の付き合いが希薄であり、困ったことがあるとちょっとした助けが けられない 

助けを求めない人がいるが、人間 1人では生きていけないと っている。ちょっとした助けを借りて安心し

て生活できるようにしてほしい 

年 が違う人とのつながりが少なく感じている 

転居してきた方との繋がりがない 

孤独・孤立の  りの輪が広がるといいと う 

孤独死がなくなるような 所付き合い 

色々な人と無理のない友好関係を作っていきたい 

声掛けしているが外国人の方には通じないこともある 

わかりやすい  や  しやすい  の  フや  シを 布するなど 

町会の加入が少なくなり、高齢 している 

外国人の方々と一緒になった     ト 

 

日常生活のなかで、地域とのつながりが希薄 していると感じている人がいます。誰かとつなが

りを持ちたいけど、どうしたらいいのかわからないと感じている人がいます。一方で、  所さん

との日常的な関わりは少し億劫だなと う人もいます。 

   や  フ   ルが多様な現 において、心地よいと感じるつながり方、つながり具合も

人それぞれ。「あなたにちょうどいい」距離感で  に合った多様なつながりが持てるよう、様々な

活動や手段・方法を創り、みんなにちょうどいいつながりを やしていきましょう。 

 

できること・できていること・ み 

まずは挨拶、 所の人との  り 

常に声掛けして温かい心遣いが大切だと います。寄り添ってあげられる心 

朝、 中学生やサ リ マ の方への挨拶・声掛け 

家を出てお会いした方々に笑顔で挨拶。地域の公園ではかかわりのある子どもに声をかける 

家の周りを掃くときに、地域の人や子どもたちに挨拶をしたり話をしたり 

話を聞いてあげること 

歳をとっても LINEグル  友人とつながっている 

民生児童委員として、  り活動 

コミュニケ ショ を大切に、 分のことばかりではなく周りが えるように 

犬の散歩のときに日々合う方々に挨拶をしたり、少しでも声掛けしている 

子どもたちの笑顔でウォ   リ 、 ャ  ファ   など 

外国人への みの捨て方の説明 
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◆基本的方向②「お互いに協力しあえる仕組みをつくる」 

☆こんな声がありました☆ 

あったらいいな・不足・課題 

 所で気楽に まれる場所があるといいと う 

 フェや、食堂という形で安心して 分の話を聞いて貰え、食事もできホッとできる場所が地域にあればい

いなと います 

無料の 会所があったらいいな 

子どもと大人も ちゃまぜの場を作りたい 昔の遊びなど 

子どもを育てるママたちと高齢者の方がお話しできる フェがあったらいい 

 フェ＋居場所作り 地元の大学との   

町のあちこちに   があったらいいな 

地域のサロ など、社会資源が横のつながりを作れる場所 

誰かに 分のことを話せる場所 

助け合いによる  のあり方とは人と人とのつながり 

 

誰かのためになりたいな、支えになりたいなと う人がいます。困ったことがあって、誰かに力に

なって欲しいなと う人もいます。地域のなかで多様なつながりがあることで、支え合い、協力し合

える関係性が広がっていきます。この関係性は、場面が変われば「支え手」と「 け手」が変わるか

もしれません。困ったときはお互い様と えるつながりがたくさんある地域は素敵ですね。 

 日常的に協力し合える関係性は、   など非日常においてもとても重要です。いざという にも、

お互いに助け合える温かい地域をみんなで一緒に創っていきましょう。 

 
できること・できていること・ み 

子ども食堂、多  居場所、誰でも食堂 

シニ の会で孤独にならない楽しさ満載の触れあう、場所づくり 

廃校になった学校の 活 （ 学校） 

地域の居場所に飲食店を  （ほっこりなりりん） 

 宅を開放して誰でも立ち寄れるサロ で  している 

誰でも まれる場所 

地域の子どもや大人が気軽に  できる場所 

移動    、 ッ    、子ども食堂など、場所貸し 

 宅を開放して誰でも立ち寄れるサロ  

高齢者のための健康教室、散歩の会、遊び場(支え合い桜川で運営) 

 

◆基本目標１における【活動主体ごとの取組み】について 

地域で  め  と 

（例） 

   ・企業・団体  

    と（例） 
社協     と 

・無 のない範囲で ま は い

   声    小 く な 

  

・  り          な

ど   的な な り 育  

・地域活動     ための資 提

供（   人 設 など） 

・ 頃  地域と     機会 

  し 地域と交流   

・地域の実     知り でき  

と 考え  

・地域の皆 ん 集ま 交流・話

し いの  機会の   づく

り  運営  ・活動   

・様々な  の人・団体・地域資 

  なぐネットワークづくりと

調整 

・交流の  機会の情報の 信 
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（2）基本目標２ 「つながりから困りごとに気づき・受け止め 解決しよう」  

地域での多様な な りは  り と 悩     抱えた人  づくアンテナ  なりま   

  応じ 早い段階で適切な相 窓口  係   な  地域は誰 と   安 で       

  至 た と  ゆ     な り 続く  な温 い地域 目指しま   

 

◆基本的方向③「地域で困りごとをキャッチできる場や機会を増や 」 

☆こんな声がありました☆ 

あったらいいな・不足・課題 

気軽に相 できる関係性が築ける場 

専門職と地域をつな 。筋ト できる場とか欲しい 

暮らしの保健室のような地域の方が誰でも立ち寄れ、専門職の方に相 できる場 

専門職と地域の方との  の場 

困っているという声が聴きづらいような社会になっている気がするのが困り とといえば困り とです 

生活や子育てなど、相 窓口がわからない 

不安なことや何か困り事をいつでも相 できる場所 

介 ・医療の相 がいつでもできるたまり場 

地域資源(学校、銀行、公民館)などで相 できる場があるといい 

出 く相 室の拡充 

 

地域のなかで多様なつながりがあることで、日常生活でのささいな変 やちょっとした悩みやお

困り とに気づき、深刻な状況になる前に手を打つことができるかもしれません。もしかしたら 

分でも気がつかないうちに起こりうるリ  に周りの方が気づいてくれるかもしれません。 

誰かに話を聞いて欲しいときに聞いてもらえる関係性は、心を少し軽くし、明るい気持ちとやさ

しい気持ちの素になります。そんなつながりが持てる場や機会をたくさん創っていきましょう。 

 

できること・できていること・ み 

つながり隊や関係機関への 絡や  共  

子育てについての悩みや育児についての ドバ   

皆の農園で認知症の方々が参加できる支え合い、居場所作り 

町会役員、行政書士として地域コミュニ  などでの相 対応 

会話をして親 になり、こまっていることに対応する 

子ども食堂をしているので、食の提供。関係者へ  する事。話を聞く事。一緒に活動する事で心のリフ

 ッシュ 

最初の け入れ窓口であり、関係機関へつな 役割が果たせる 

成年後  フェを開き、様々なお話を伺っている 
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 ◆基本的方向④「気づいた困りごとを必要な相談窓口や関係者につなげる」 

☆こんな声がありました☆ 

あったらいいな・不足・課題 

いざという  絡できるところ 

地域福祉コ デ     の全地区 置 

気軽な声掛けでできるお年寄りの買い物 行 

生活物資の調達が家の前でできたり、高齢者や障がい者、乳幼児は、何処に行くにも移動が ッ になる 

移動の手伝い、病院に行くときの送迎 

専門職や周囲の人が気づいて  する 

一人ひとりの困り とが多岐にわたり困っている 

気軽に相 できる場所が沢山できる 

祝祭日の困り と相 先 

 

地域のつながりで気づいた困り とのなかには、地域のなかで解決が難しいこともあるかもしれ

ません。また、困り とを抱えていることに気づいたが、 分では け められないような問題も

きっとあるでしょう。そんな は専門職が力になってくれます。 

専門職は専門職同士しっかり協力しあって地域からの Ｏ を け めます。本人が抱えていた

課題が無事に解決できたあとは、 び地域のなかで るやかなつながりがあることで、安心した生

活が送れるような地域を創りましょう。 

 

できること・できていること・ み 

解決に役立つだろう  を提供し、相 に乗って、適当な相 窓口につな こと 

傾聴と必要があれば関係機関にお繋ぎする  り 

地域公益活動の一つとして、買い物困難者に対する移送支援を実施しています 

行方不明の方の捜索（その方の 姿の特徴や顔写真などが分かれば、デ サ ビ の送迎の範囲で探せま

す） 

膠原病の友人の外出支援をしている 

民生委員として  な相 相手と様々な困り とについて相 に乗り、相 内 に応じて専門機関に繋げ

ます 

地域住民の方達の生活上の困り とや相 に応じて必要な  提供や支援、関係機関にお繋ぎする活動を

しています 

その方の困り事を聞くことはできると います。それを専門の方に繋げて、公的な支援が入る手助けにな

れば良いと います 

声をかける。相 窓口を一緒に探す、知っていればつなげる 

 

◆基本目標２における【活動主体ごとの取組み】について 

地域で  め  と 

（例） 

   ・企業・団体  

    と（例） 
社協     と 

・  の  りの中で づいた 

   り と 対し ま は地

域ででき  と 行  

・悩   り と   のまま抱

え込まない雰囲   く  

・地域では対応    しい り

 と    相 でき 存在 

     なぐ 

・    後  地域の中でゆ 

    な り続   

・地域の声    め 相 窓口と

し 機能  （相 会・地域の居 

 など地域  相 のでき 機会

づくり 含 ） 

・      機 同士で  し  

り との    り   

・     した後は 地域での な

 り 戻     り   

・     係機 等とネットワ

ーク 形成し 協力し 相  

 の体  整え  

・行政と 協力しな    度 

事業の隙間 埋め 調整 行  

・ り とと  機   なぐ調

整役 担い 切 目ない相  

   り   
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（3）基本目標３ 「互いに認め合い・受け入れ 「あなたらしさ」でつながろう」 

 

社会との な り 持ち くい人 いま   の人はな   きづ      し  抱え  き

 い   し ません 強    い た部  全  の人 し  お互い 認め い      

 とし え 地域は 誰  り残 ない   な地域だと思いま   んな地域 一緒 創  いき

ましょ   

 

 ◆基本的方向⑤「“あなたの強みを生かしてつながる”ことを支える」 

☆こんな声がありました☆ 

あったらいいな・不足・課題 

地域内での趣 、特技でサ  ル活動の場 

既にできているグル  に新しく入るのは大変。新しい人は必ず紹介。  なことでつながる仕組み 

頑なで人の話しに聞く耳を持たないと われます。まずは、  フ ットお渡し らいしかないと い

ます 

男性同士の  少ない？ 

誰でも参加できる  ットホ ム 

若いママ  との  会「温故知新」次  へのつなぎ 

まだまだ何か役割で活躍する機会、定年した高齢者が活躍できる機会 

 

あなたが持っている  ・関心・趣 ・特技・好きなこと、それらは全てあなたの みです。それ

ぞれの みを生かして、無理なく心地よくあなたらしくつながることができる場や機会を やしてい

きましょう。 

つながった先では、あなたの みを求めている人がいるかもしれません。そんなときは、あなたの

「できること」をお裾分けしてください。「できること」でつながる、支え合いの輪を広げていきまし

ょう。 

 

できること・できていること・ み 

シニ のための体操   ト     

      病の人とつながる努力をしています 

音楽、SDGs、幼児教育、心理学、ゲ ムなどをミッ  させて、様々なところで  をしている 

地域での異文    

囲碁・将棋  マで男性の参加があった 

外出の機会や  の機会が少ない人 けの   ジ    

介 施設へ行きメ  サ ビ  
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 ◆基本的方向⑥「あなたを知るため まずは耳を傾け 支え合う」 

☆こんな声がありました☆ 

あったらいいな・不足・課題 

ひきこもりがちの人が、気軽に立ち寄れて、安心しておしゃべりしたり、食事ができたり、体操したり、

学べたりできる フェが地域に欲しい 

引きこもりの人が地域に出てお話ししやすいサロ があったらいい 

不登校の子どもの居場所 

介 の  マ合間に出かけられる・ほっとできる場所 

福祉の森のサロ や区役所の子ども支援で助けてもらいました。まだ十分な認知や け入れ態勢が整備

されていないと います 

その人を取り巻く助け合いの輪ができるといい 

子どもの特性に合った子育てのできる社会 

障がい当事者の理解 

「わかってもらいたい」「知ってもらいたい」 

“参加”が苦手な方に、困った の相 場所が伝わるようなもの？ 
 

程度の差はあれど、人それぞれ生きづらさやむずかしさを抱えていると います。それらはあな

たの特性や特徴で、それも「あなたらしさ」。それぞれの「らしさ」をお互いに知るために、まずは

お話してみましょう。そして周りの方のお話も聴いてみましょう。 

もし、困難さや痛みに共感したならば、その人のために「できること」に想いを馳せられます。

お互いに気にかけあい、  し合える場や機会がたくさんある、温かい地域を創りましょう。 
 

できること・できていること・ み 

日本語指導が必要な外国人児童・生徒にボ     で日本語と教科の指導をしています 

子どもや障がい者(知的)の居場所作り 

町会主催の盆踊り大会、認知症の高齢者が踊りに来られ感激しました 

障がい者の方への理解を深め、共存、共学のため支援学校へ参加 

皆の農園で認知症の方々が参加できる支え合い、居場所作り 

認知症の方が家に入り込んでしまい、毎回本人宅へ送って行き、家族に引き取ってもらっています 

高齢者や認知症のある方を地域で  り 

３０～４０  け、認知症の啓  

認知症の家族を介 している家族の  会 

ちょこっと   （軽作業）への障がい者就労のきっかけづくり 
 

◆基本目標３における【活動主体ごとの取組み】について 

地域で  め  と 

（例） 

   ・企業・団体  

    と（例） 
社協     と 

・地域活動   し 交流   

・必要な人    持    え

   呼び      促  

・お互い 知り 認め い    

    

・  性 活 し    必要な方

の  啓 の り   サポー

ター 養成   

・活動の  機会の提供 周知 

・地域活動の充実   的な対応 

必要なとき サポート   

・興味・    でき  と で

 な    機会の創出と 

の活動   

・多世代・多文 交流の  機会

づくりと   ・啓 のための

福祉教育 

・地域の声 把握し  信し  

  調整 活   

・誰     しくい   活

動        
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